
ねりま都市農業プロジェクト検討会
報告書【概要】

令和４（2022）年３月
ねりま都市農業プロジェクト検討会

ねりま都市農業プロジェクト検討会とは

令和元年度に練馬区で開催した「世界都市農業サミット」で得た知見や成果

を活かし、新たな都市農業振興施策等を検討するため、農業関係者で構成される
検討会（令和２年４月～令和３年３月）。

氏名 所属・役職

◎後藤 光蔵 武蔵大学 名誉教授

加藤 直輝 区内農業者

白石 好孝 区内農業者

田中 秀一 区内農業者

西貝 伸生 区内農業者

野坂 亮太 区内農業者

山口 卓 区内農業者

渡戸 秀行 区内農業者

山口 忠志 公益財団法人練馬区環境まちづくり公社 主任

村田 洋子 大泉隠れ家つながり隊 代表

中川 大介 東京あおば農業協同組合地域振興部農業振興課長

村山 純子※ 農業体験農園利用者、
NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ事務局長

國島 はるひ※ 区内商業者(パンとお菓子と小さなレストランべー)

園畑 厚子※ 東京あおば農業協同組合地域振興部
大泉地区アグリセンター長

長島 良介※ 農業体験農園利用者

◆検討会委員（敬称略） ◎:座長 ※:検討部会のみ参加の委員

※本報告書は検討会および検討部会における議論をまとめたものです。



ビジョンの実現に向けた課題

課題解決に向けた取組の方向性

 都市農地貸借法等を活用した農地保
全とさらなる活用

 農業者の経営力強化に資する取組

 区民の理解促進等につながる情報発
信・場の提供

 理解促進につながる情報発信や農と
ふれあう機会の提供

 農業者による環境保全型農業の推進
および消費者の理解促進

 農産物の供給や供給支援による食の
セーフティーネットの拡大

 農を介したふれあいの場の提供によ
るコミュニティの構築･強化

 都市農業・農地を活用した取組の情
報発信

 協働を活発化させる情報発信・側面
支援

 課題解決に向けた、多様な主体の協
働による取組の推進

目指すビジョン

“都市農業”によって、まちの「持続可能性」を高める
～農と共存するまちの実現～

練馬における都市農業振興の理念

循環 環境 公正 協働

「循環」を生み出す都市農業
都市農業の特徴の１つに地産地消が挙げられます。消費までの過程で流通・加工・飲食などの事業者が関わり、雇用や付加価値が創出され

ながら、地域経済の循環が成されています。この循環の出発点は都市農地で生産される農産物です。生産を維持・拡大し、都市農業の持続可
能性を高めることで、地域経済の「循環」の新たな創出および活性化に貢献することを目指します。

「環境」にやさしい都市農業
都市農地は、住環境や自然環境の質の向上につながる、貴重な緑地的機能を有しています。都市農地の保全による緑地的機能の発揮に加え、

農業経営自体も環境に配慮し、かつ経済的にも成り立つものとすることで、良好な「環境」づくりに貢献することを目指します。

「公正」な社会に寄与する都市農業
誰もが新鮮な農産物を容易に購入できる庭先直売所や、収穫体験など気軽に農に触れ農の恵みを享受できる環境がすでに整っています。今後

はこうした環境を活用して、経済的格差や高齢化などに起因する社会的課題に対し、農産物の供給や農を介したコミュニティの構築･強化など、
都市農業・農地が可能な側面からアプローチすることで、「公正」な社会と地域づくりに貢献することを目指します。

「協働」で取り組む都市農業
都市農業・農地が抱える課題および都市が抱える社会的課題の解決に向け、農業者や行政、農業協同組合、区民、NPO、企業・店舗、福祉施

設等の多様な主体が「協働」で取り組んでいくことを目指します。

・都市農地の緑地的機能への理解促進

・環境保全型農業の推進と経済性の両立

・都市農業の活用による食に関する課題
を抱える区民などの支援

・コミュニティの構築･強化に向けた都
市農業･農地の活用

・持続可能な都市農業の実現に向けた
協働

・関連部局や多様な主体の連携

・都市農地の保全･活用
・農業者の高齢化･担い手不足
・農業者の経営力強化
・消費者理解･行動の促進

▪ 都市農業が有する多面的機能は、SDGs(持続可能な開発目標)が目指すビジョンを実現する手段となり得ることを踏まえ、17の目標のうち親和性が高いアイコンを掲載。


